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データ分析の基礎-2
2021年7月21日
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◇回帰分析
回帰式
偏回帰係数、標準化偏回帰係数
ｔ検定、決定係数

◇相関関係
散布図
積率相関係数
偏相関係数

本日の内容
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支店 広告費 売上高
北海道 92 44 
東北 93 102 
関東 332 288 
北陸 78 54 
中部 181 118 
近畿 108 138 
中国 113 138 
四国 72 86 
九州 243 152 
沖縄 13 22 

◇支店別広告費と売上高
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相関関係

正の相関 負の相関 無相関

相関関係には正の相関、負の相関、無相関。
点の集中度が関係の強さを測定する手がかり。
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散布図の作成法（SAS EG）

1. データを入力（「ファイル」→「新規作成」→「データ」）

EG
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2. 「グラフ」→「散布図」を選択する。

EG
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3. 「データ」をクリックし、広告費を「X軸」に、売上高を
「Y軸」に設定する。

EG
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4. 「グラフ領域」をクリックし、「カスタムチャートサイズ」を
指定する。

EG
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EG
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2.「分析」-「多変量解析」-「相関分析」を選択する。

EG

積率相関係数の求め方（SAS EG）
1.データを入力する。
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3.「データ」をクリックし、「分析変数」を設定する。

EG
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4.「オプション」をクリックし、「ピアソン（Pearson）」を
選択する。

EG
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相関係数（ｒ）＝0.902

EG
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相関係数（ｒ）は相関関係の強さ

相関係数（ r ）

ｒ＝0.97 ｒ＝0.32

-1 ≦ r ≦ 1
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相関係数（ r ）の解釈

ｒ＝0 ⇒ 説明力は0％

ｒ＝1 ⇒ 説明力は100％

ｒ＝0.32 ⇒ 説明力は?％

0.32×0.32＝0.1024
説明力は、10.24％
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支店 広告費 売上高 人口

北海道 92 44 5506 
東北 93 102 9335 
関東 332 288 42604 
北陸 78 54 5443 
中部 181 118 18127 
近畿 108 138 12912 
中国 113 138 15554 
四国 72 86 3976 
九州 243 152 13204 
沖縄 13 22 1393 

◇支店別広告費、売上高、人口
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広告費と売上高
人口と広告費
人口と売上高

r = 0.902
r = 0.895
r = 0.951

EG
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売上高 宣伝広告費

宣伝広告費
人口

売上高

広告宣伝費は売上高に貢献?

人口の影響を除いたときの広告費と売上高の
積率相関係数 偏相関係数
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1.データを入力し、「分析」-「多変量解析」-「相関分析」を
選択する。

偏相関係数（SAS EG）
EG
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2.「データ」をクリックし、分析変数、及び部分変数（人口）を
設定する。

EG
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偏相関係数＝0.373

EG
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◇都道府県別コンビニ件数、人口、甲子園の勝率

EG
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・コンビニ数と甲子園勝率 0.410?
・コンビニ数と人口 0.983
人口の多い都道府県はコンビニ件数が多い。

・人口と甲子園勝率 0.432
人口が多いと高校の数や高校生の数も多く、結果として
野球のレベルも上がる。

人口の影響を除いた相関係数（偏相関係数）

EG



24
Copyr ight  © SAS Inst i tute Inc .  Al l  r i ghts reserved.

2.「データ」をクリックし、分析変数、及び部分変数（人口）を
設定する。

1.データを入力し、「分析」-「多変量解析」-「相関分析」を
選択する。

EG
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偏相関係数 = －0.088

EG
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例）売上高と売上高に影響を与える要因との関係

売上高 広告宣伝費、人口、セールスマン数、・・・

説明変数が1つ:単回帰
説明変数が2つ以上:重回帰

従属変数 説明変数（独立変数）

回帰式（ｙ=a+bｘ+…）を求める。

目的1:回帰式を求め、予測する。

a,b,・・・ 偏回帰係数

回帰分析
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◇駅前コンビニの売上高と乗降客数

売上高
（百万円/月）

乗降客数
（百人/日）

1 130 93
2 290 234
3 235 250
4 260 260
5 140 119
6 173 180
7 135 151
8 190 192
9 220 273
10 181 185

売上高 乗降客数
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相関係数＝0.867

EG
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回帰式（売上高 = a + b×乗降客数）を求めて予測する。

EG
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X

Y

各データと回帰直線との垂直距離の2乗和を最小にする

回帰直線の求め方（最小二乗法）
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2.「分析」－「回帰分析」－「線形回帰分析」を選択する。
1.データを入力する。

回帰分析 （SAS EG）
EG
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3.「データ」をクリックし、売上高を「従属変数」、乗降客数を
「説明変数」に設定する。

EG
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回帰分析 結果

売上高=43.99＋0.782×乗降客数

＊乗降客数＝180のときの売上高の予測
売上高=43.99＋0.782×180=184.75

EG
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回帰モデルのチェック

◇自由度調整済み決定係数

R2 ＝0.7216

約72.16%説明できる。

◇偏回帰係数のt検定

乗降客数:P値（P値）＝ 0.0011
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説明変数に「取扱品目数」を追加

売上高
（百万円/月）

乗降客数
（百人/日）

取扱品目数
（品）

1 130 93 150
2 290 234 311
3 235 250 182
4 260 260 245
5 140 119 149
6 173 180 160
7 135 151 98
8 190 192 180
9 220 273 113
10 181 185 105
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3.「データ」をクリックし、売上高を「従属変数」、乗降客数、
取扱品目数を「説明変数」に設定する。

EG
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EG

◇偏回帰係数のt検定

乗降客数 P値 ＝＜0.0001 
取扱品目数 P値 ＝ 0.0001
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＊乗降客数=200 取扱品目数が180のとき売上高の予測
売上高=7.15＋0.602×200＋0.424×180=203.87

売上高＝7.15＋0.602×乗降客数＋0.424×品目数

重回帰分析の目的1

売上高の予測

◇自由度調整済決定係数

R2 ＝ 0.9664
約96.64%説明できる。
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重回帰分析の目的2

説明変数の影響力の比較

乗降客数と取扱品目数のどちらの方が影響力が強いか?

偏回帰係数の比較

乗降客数:0.602 取扱品目数:0.424＞

乗降客数の方が売上高に与える影響は強い !?
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データの入力単位の影響を除くには

Z値

データをZ値変換してから重回帰分析

標準偏回帰係数

係数の相互大小比較が可能
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標準偏回帰係数を求める。（SAS EG）

「統計量」をクリックし、標準偏回帰係数を選択する。

EG
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乗降客数（0.668）＞ 取扱品目数（0.511）

標準偏回帰係数が表示される。

EG
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売上高
（百万円/月）

乗降客数
（千人/日）

取扱品目数
（品）

世帯数

1 130 93.0 150 143
2 290 234.0 311 284
3 235 250.0 182 320
4 260 260.0 245 302
5 140 119.0 149 182
6 173 180.0 160 225
7 135 151.0 98 190
8 190 192.0 180 242
9 220 273.0 113 320
10 181 185.0 105 235

説明変数に世帯数をさらに追加
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EG

重回帰分析 結果
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売上高を乗降客数、取扱品目数、世帯数の3つの
説明変数で説明する重回帰モデルは、不成立!

◇偏回帰係数のt検定

乗降客数 P値 ＝ 0.3131
取扱品目数 P値 ＝ 0.0004
世帯数 P値 ＝ 0.6544
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①乗降客数＆取扱品目数
②乗降客数＆世帯数
③取扱品目数＆世帯数

①説明変数:乗降客数＆取扱品目数

説明変数の検討

取扱品目数 P値 ＝ 0.0001
乗降客数 P値 ＝ <0.0001 

EG
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②説明変数:乗降客数＆世帯数

乗降客数 P値 ＝ 0.7413
世帯数 P値 ＝ 0.7230

EG
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③説明変数:取扱品目数＆世帯数

取扱品目数 P値 ＝ 0.0002
世帯数 P値 ＝<0.0001 

EG
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積率相関係数

説明変数 ｔ検定

乗降客数、取扱品目数、世帯数 ×
①乗降客数、取扱品目数 〇
②乗降客数、世帯数 ×
③取扱品目数、世帯数 〇

EG



50
Copyr ight  © SAS Inst i tute Inc .  Al l  r i ghts reserved.

売上高

乗降客数 0.867

取扱品目数 0.772

世帯数 0.868
いずれも高い値⇒売上高を説明する説明変数として妥当

乗降客数 取扱品目数 0.391

乗降客数 世帯数 0.988

取扱品目数 世帯数 0.398

乗降客数と世帯数の値0.988は高い値

説明変数相互の積率相関係数は低い方が良い!

説明変数⇒独立変数
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t検定におけるサンプルサイズの影響

売上高 乗降客数 間口の広さ

130 93 150
290 234 148
235 250 182
260 260 245
140 119 149
173 180 160
135 151 135
190 192 180
220 273 113
181 185 105
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◇データ10組のとき

間口の広さ : P値 ＝ 0.4290

EG



53
Copyr ight  © SAS Inst i tute Inc .  Al l  r i ghts reserved.

EG

◇データ50組のとき

間口の広さ : P値 ＝ 0.0347

ｔ検定のP値はサンプルサイズの影響を受ける。
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満足度 機能 デザイン 男性
ダミー 満足度 機能 デザイン 男性

ダミー
5 5 4 1 5 2 5 0
4 4 2 1 5 2 4 0
4 4 3 1 5 4 4 0
4 3 5 1 5 3 3 0
4 3 2 1 4 5 3 0
3 4 3 1 4 2 5 0
3 3 5 1 4 3 4 0
3 3 2 1 4 5 3 0
3 3 4 1 4 3 5 0
3 3 3 1 3 2 4 0
3 3 3 1 3 1 4 0
3 3 5 1 3 5 2 0
3 3 3 1 3 5 3 0
2 2 4 1 3 3 2 0
2 2 3 1 2 3 3 0
2 2 3 1 2 2 3 0
2 2 3 1 2 3 2 0
1 1 3 1 1 1 3 0
1 1 4 1 1 3 2 0
5 5 5 0 1 4 1 0

＜従属変数＞
満足度

＜説明変数＞
・機能
・デザイン
・性別
（男性1 女性0）

◇満足度調査

男性19名
女性21名
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重回帰分析の結果

・「機能」、「デザイン」の偏回帰係数のP値は小さい。

・自由度調整済み決定係数 ＝ 0.4533

EG
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データ（男性のみ）の場合

・男性は、機能重視
・自由度調整済み決定係数 ＝ 0.8358

EG
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データ（女性のみ）の場合

・女性は、機能、デザイン共に重視 機能＜デザイン
・自由度調整済み決定係数 ＝ 0.5860

EG
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男性は、機能重視

女性は、機能、デザイン共に重視

性別によって異なる。

交互作用
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まとめ

・散布図、積率相関係数
・交絡要因（疑似相関）、偏相関係数

◇相関関係

・従属変数、説明変数（独立変数）
・ 回帰モデルのチェック

ｔ検定 P値（有意確率）
自由度調整済み決定係数

・標準偏回帰係数
・説明変数相互の積率相関係数
・交互作用

◇重回帰分析
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アンケートのお願い・ご質問

今後の参考にさせていただくため、ぜひともアンケートにご協力を

お願いします。

・無記名

・所要時間目安: １～３分

7月21日データ分析の基礎-2

・お客様講演会のアーカイブは、2021年7月26日～2022年3月31日迄

視聴できます。

・本日の内容に関するご質問は、以下宛にご連絡ください。

  que@datascience.co.jp

アンケートURL

https://sas.qualtrics.com/jfe/form/SV_bjaUakPqxkmZyGq

ご視聴ありがとうございました。


